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　　人ロの動き

　　5月1日現在

男　5，113（一22）

女5，246（一2）

計10，359（一24）

世帯数2，352（†14）

（）内は前月との比較
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5月の休日救急医　　急患以外はご遠，

　　　11日　山口医院　2－217
　　　18日　池田医院　2－258
　　　25日　中条病院　7－301
　　　　午前9時から午後5時まで一
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“
議
会
報
告
”

　
　
　
町
民
税
・
非
課
税
範
囲
を
引
き
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
害
評
価
員
1
4
名
を
決
め
る

　
町
議
会
は
、
先
月
二
十
一
日
に
第
三
回
の
臨
時
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
も
の
は
、
税
条
例
の
改
正
、
四
十
九

軽
自
動
車
（
二
・
三
輪
）
の

月
割
課
税
を
廃
止

　
税
条
例
の
改
正
は
、
町
民
税
の
関
係

で
、
障
害
者
、
老
年
者
、
未
成
年
者
、

寡
婦
な
ど
の
非
課
税
範
囲
を
六
十
万
円

に
引
上
げ
（
改
正
前
五
十
万
円
）
た
こ

と
、
軽
自
動
車
税
の
関
係
で
、
二
輪
、

三
輪
の
軽
自
動
車
に
っ
い
て
、
月
割
り

課
税
を
廃
止
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
、
年
度
途
中

で
購
入
さ
れ
る
二
、
三
輪
の
軽
自
動
車

は
、
そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
反
面
、
年
度
途
中
で
廃

車
、
移
転
等
さ
れ
て
も
、
税
金
の
返
還

と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
の
事
業
勘
定
は
、
五
回
目
の
補

正
、
総
額
は
二
億
一
千
八
百
二
十
一
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
損
害
評
価
委
員
に
つ
い
て
は

次
の
十
四
名
の
方
々
に
決
り
ま
し
た
。

小
島
謙
作

小
幡
正
徳

高
橋
弥
太
郎

村小山中
越川岸条

家昭真慎
和一治吾

年
度
国
保
事
業
会
計
の
補
正
、
農
業
共
済
損
害
評
価

委
員
の
委
嘱
同
意
な
ど
七
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
、
同
意
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
新
町
新
田
）

（
仁
田
）

（
高
倉
）

（
町
農
協
）

（
〃
）

（
〃
）

（
〃
）

ほ
場
整
備
に
よ
リ
字
の
区

域
を
一
部
変
更

そ
の
ほ
か
、
農
業
共
済
条
例
の
改
正

（
家
畜
共
済
歯
金
率
を
、
国
の
農
業
災

害
補
償
法
に
準
ず
る
こ
と
に
し
た
も
の

）
、
字
の
区
域
の
変
更
（
ほ
場
整
備
事

業
第
二
期
第
四
工
事
区
、
昭
和
四
十
七

年
着
手
、
四
十
九
年
完
成
の
木
落
、
三

領
、
小
根
岸
、
寺
ケ
崎
、
下
平
新
田
地

内
の
大
字
の
境
界
を
、
新
し
い
ほ
場
区

画
に
合
わ
せ
た
も
の
）
、
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
規
約
改
正
（
事
務
所

を
十
日
町
市
役
所
か
ら
、
十
日
町
地
域

消
防
署
に
変
更
）
、
公
共
用
地
の
取
得

（
伊
勢
平
治
地
内
に
四
万
一
千
二
百
九

十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
が
県
か
ら

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
議
決
）
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。

入
場
税
を
改
正

　
五
十
年
度
の
税
制
改
正
で
、
入
場
税

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

免
税
点
は

　
　
映
画
　
一
千
五
百
円

　
　
演
劇
　
演
芸
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

　
　
な
ど
　
三
千
円

　
一
人
一
回
の
入
場
料
金
が
こ
の
金
額

以
下
で
あ
る
と
き
は
、
入
場
税
は
課
税

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

町
農
作
業
料
金

の
協
定

　
町
農
業
構
造
改
善
事
業
推
進
会
議
で

は
、
二
次
構
等
に
よ
り
設
置
し
た
機
械

施
設
を
利
用
し
て
の
、
五
十
年
度
農
作

業
料
金
を
、
別
表
の
よ
う
に
協
定
し
ま

し
た
。

程
度
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
と
十

分
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
師
は
、
患
者
さ
ん
の

求
め
に
応
じ
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
場

合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

三
、
保
険
で
で
き
な
い
治
療
等

　
健
康
保
険
等
は
、
疾
病
負
傷
に
対
し

給
付
を
行
う
保
険
で
す
か
ら
、
次
の
よ

う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
給
付
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
、
健
康
診
断

　
イ
、
歯
並
び
治
療
美
容
を
目
的
な
ど

　
ウ
、
虫
歯
の
予
防

金料定協

和
久
井
精
一

水
品
正
一
郎

中今羽．平登
村井鳥野坂

金誉力義
作夫夫一茂

ノヘノロヘパハハパノヘ
坪上伊上岩三木

山野友町瀬領落
））））　）））

“
保
険
で

歯
の
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
へ
”

　
保
険
で
歯
の
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
保
険
を
扱
っ
て
い
る
歯
科

医
院
の
窓
口
に
保
険
証
を
提
出
す
れ
ば

通
常
必
要
と
す
る
治
療
は
し
て
も
ら
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

ま
す
。

一
、
差
額
負
担
治
療

　
金
や
自
金
や
特
殊
な
材
料
を
使
用
し

て
の
治
療
を
希
望
さ
れ
る
方
の
場
合
、

差
額
負
担
を
し
て
治
療
を
受
け
る
制
度

を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

昌
、
差
額
負
担
治
療
の
範
囲

　
ア
　
金
合
金
、
自
金
加
金
、
特
別
製

　
　
の
陶
材
を
使
用
し
て
、
つ
め
た
り

　
　
か
ぷ
せ
た
り
、
入
れ
歯
を
し
た
り

　
　
す
る
場
合
。

　
イ
　
義
歯
床
の
床
の
部
分
を
金
属
で

　
　
つ
く
っ
た
入
れ
歯
を
す
る
場
合
。

　
ウ
　
欠
損
歯
が
三
歯
以
上
の
ブ
リ
ヅ

　
　
ジ
を
入
れ
る
場
合
。

　
こ
れ
ら
の
差
額
負
担
治
療
を
受
け
る

と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い

ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る
か
、
ど
の

作業種目 作業機械等 生産組合員料金 員外（一般）料金 備　　　　考

菖翻旨萎｝育苗センター 1箱　　380円
〃　　　500

570
750
種籾代含む
10a16～17箱

肥料散布 ブロードキヤスター 10a当り　360 540

糞　　う　　ん
　　か　　き
すき起　し

ロータリー
ドライブハロー等
ボトムプラウ

トラク

ター

〃　3，000
〃　　3，000

〃　3，000

4，500
4，500
4，500

r生わらすき込み
し耕土内の石おこし

防　　　　除 ダスター等 〃　　　250 250

田　　　　植 動力田植機 〃　3，000 4，500 輪縮㌔
刈取、脱こく コンバイン（カツター付） 〃　7，500 11，250 驕欝薯

同上割増料 〃　（4条刈） 10a当り30分ご
とに　　3，750

5，625 騰罰面軟弱等

脱　　こ　く コンバイン又はハーベスター 10a当り6，000 9，000 オペレーター1名

乾燥調製｝ライスセンター 1俵　　850 1，275
出荷売込み含む

調製の　み 〃　　　　400 600

籾　　運　搬
車

10a分1，000 1，500 ライスセンターまで

米　運　搬 1俵　　100 150 飯米用自宅まで

（
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
に
暖
か
い
手
を
》

　
南
ベ
ト
ナ
ム
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
戦
闘
の
激
化
に
よ
っ
て
、
数
百
万

の
難
民
が
苦
し
み
、
あ
え
い
で
い
る
こ

と
は
、
す
で
に
各
種
の
報
道
に
よ
っ
て

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
も
、
こ
れ
ら
の
国

に
対
し
、
救
援
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
た
め
、

広
く
全
国
に
呼
ぴ
か
け
、
救
援
金
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
救
援
金
は
、
国
際
赤
十
字
を
通
じ
、

食
糧
、
衣
料
品
、
毛
布
、
そ
の
他
医
療

援
助
と
い
っ
た
、
生
活
の
基
本
的
な
も

の
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
手
で
、
困
窺
し
て
い
る
人

々
に
暖
い
気
持
を
お
く
っ
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
会
課
で
受
付
け

し
て
い
ま
す
。
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機
械
化
に
よ
る

多
収
穫
競
作
会
に

矯

2
《・毯

あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か

　
東
部
の
ほ
場
整

備
も
、
い
よ
い
よ

終
盤
に
入
り
、
あ

わ
せ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
二
次
構
も

着
々
と
そ
の
成
果

を
あ
ら
わ
し
て
来

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
で

は
、
こ
の
近
代
的

な
営
農
体
系
の
経

済
効
果
を
、
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、

米
の
多
収
穫
競
作

会
を
、
農
協
と
普

及
所
の
応
援
を
得

て
、
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
競
作
会
は

新
し
い
食
糧
施
策

の
方
向
に
合
わ
せ

「
よ
い
米
を
、
よ

り
安
く
、
よ
り
多

く
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
も
の
で
、
開

催
要
領
ば
次
の
と

お
り
で
す
。

　
良
質
米
の
主
産
地
と
い
わ
れ
る
わ
が

町
の
名
声
高
揚
の
た
め
、
こ
ぞ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

一
．
参
加
者

　
町
で
農
業
を
営
む
個
人
、
ま
た
は
、

二
次
構
で
組
織
さ
れ
た
生
産
組
合
等

昌
、
出
品
面
積

O
生
産
組
合
等
（
東
部
）
、
一
点
に
付

　
き
三
十
ア
ー
ル
（
ほ
場
整
備
田
一
枚

　
団
体
営
等
小
区
画
は
二
枚
以
内
）

○
個
人
（
仙
田
地
域
）
、
一
点
に
付
き

　
十
ア
ー
ル
。
　
（
隣
接
地
三
枚
以
内
）

三
、
作
付
品
種

　
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
越
路
早
生
、
初
ま

さ
り
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
、
五
百
万
石
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
北
陸
九
十
号

四
、
参
加
制
限

O
生
産
組
合
等
（
一
組
合
）

○
個
人
は
一
点
以
内

二
点
以
内

孟
、
耕
作
基
準

　
機
械
化
一
貫
体
系
の
方

向
に
よ
る
こ
と

六
、
参
加
申
込
み

　
六
月
十
日
ま
で
に
役
場

（
産
業
課
）
ま
た
は
農
協

へ
。
　
（
申
込
書
も
両
所
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
）

◎
審
査

　
書
類
、
実
測
な
ど
の
資

格
審
査
及
ぴ
収
量
審
査
に

よ
り
行
い
ま
す
。

◎
表
彰

　
入
賞
者
に
は
、
町
長
杯

副
賞
な
ど
の
ほ
か
、
参
加

賞
等
た
く
さ
ん
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

　
細
部
は
、
産
業
課
、
農
協
へ
お
た
す

ね
く
だ
さ
い
。

≡
≡
…
≡
≡
＝
≡
一
…
≡
＝
≡
二
…
…
…
…
≡
＝
≡
一
…
一
≡
≡
≡
…
…
旧
一
＝
…
…
≡
…
≡
≡
一
＝
…
≡
≡
…
…
…
＝
幽
…
≡
…
＝
≡
…
…

事
業
所
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
”

　
事
業
所
統
計
調
査
と
い
う
の
は
、
事

業
所
の
国
勢
調
査
と
も
い
わ
れ
る
も
の

　
　
査

所
調
業
計
事
統

＼
　
ー
・

　
8
　
欝

で
、
最
も
基
本
的
な
調
査
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
調
査
の
対
象
は
、
事
務
所

　
　
　
　
工
場
、
店
舗
、
飲
食
店
な
ど

　
　
　
　
の
ほ
か
、
学
校
、
病
院
、
発

　
　
　
　
電
所
、
寺
院
、
神
社
、
仏
閣

　
　
　
　
に
い
た
る
ま
で
、
規
模
の
大

　　　　　ψ

妻

准欝
自饗辱
　　　回

　　　　嚇

小
、
支
店
、
営
業
所
、
出
張

所
を
問
わ
ず
、
全
て
を
調
査

し
、
産
業
別
や
、
規
模
別
の

構
成
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の

産
業
の
見
取
図
を
作
成
す
る

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
調
査
は
、
今
月
十
五
日
か
ら
行
い
ま

す
。
　
調
査
員
が
全
て
の
事
業
所
に
お
伺
い

し
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業

の
種
類
、
従
業
者
数
な
ど
を
お
た
ず
ね

い
た
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
の
行
政
内

経
済
諸
施
策
の
立
案
実
施
の
資
料
と
し

て
利
用
す
る
も
の
で
、
税
金
面
な
ど
で

不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
月
分
】

▲
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
高
橋
平
治
（

田
戸
）
、
高
橋
文
治
（
田
戸
）

▲
主
な
入
手
品
、
か
い
こ
か
ご
、
仙
田

郵
便
局
の
昔
の
文
書
、
図
面
。

町の卓球協会へ

世界チヤンピオンが指導に

　
　
　
　
　
町
内
さ
く
ぽ

卓
球
の
河
野
と
い
え
導
を
い
た
だ
き
た
い
・
と
懇
麹

o

も8
　
　
q
塾
o

昌

ば
、
世
界
的
に
名
だ
た

る
選
手
、
カ
ル
カ
ッ
タ

世
界
選
手
権
や
、
ア
ジ

ァ
世
界
選
手
権
な
ど
で

数
多
く
の
実
績
を
誇
っ

た
前
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
で
あ
る
。

　
こ
の
河
野
選
手
が
、

は
カ
ら
ず
も
わ
が
町
の

卓
球
協
会
の
要
請
に
こ

た
え
、
技
術
指
導
に
来

町
し
て
く
れ
た
と
い
う

夢
の
よ
う
な
話
が
あ
■
っ

た
の
で
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
河
野
満
選
手
（
二
十
九
歳
）
は
、

青
森
県
の
出
身
、
実
は
、
こ
の
春
か

ら
十
日
町
市
の
エ
ド
ヤ
織
物
㈱
に
入

社
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
ま
た
ま
、
エ
ド
ヤ
卓
球
チ
ー
ム

と
わ
が
町
の
卓
球
協
会
が
懇
意
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
一
度
同
選
手
の
指

け
て
い
た
も
の
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
す

ば
ら
し
い
話
が
実
現
し
た
陰
に
は
、
　
’

同
社
の
暖
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
，

　
現
在
、
町
の
卓
球
協
会
は
、
一
般

会
員
二
十
五
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

員
三
十
名
ほ
ど
が
、
毎
週
練
習
に
励

ん
で
い
る
が
、
河
野
選
手
の
指
導
を

受
け
た
の
は
、
中
・
高
校
生
を
中
心
欺

と
す
る
ジ
ュ
ニ
ァ
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
。

　
思
わ
ぬ
有
名
選
手
の
来
町
で
緊
張

ぎ
み
な
が
ら
、
皆
大
喜
ぴ
、
気
さ
く

な
河
野
選
手
の
実
技
指
導
（
写
真
）

を
受
け
て
大
い
に
感
激
の
体
。
　
　
　
＾

　
同
選
手
か
ら
は
、
基
礎
技
術
や
、

実
技
指
導
の
ほ
か
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ

謝
難
講
麟
難

展
開
、
ク
ラ
ブ
員
た
ち
の
真
剣
な
目

　
　
　
な
ざ
し
を
受
け
て
い
た
。

○
卓
球
を
真
底
か
ら
好
き
に

　
な
れ
。

O
大
き
な
目
標
に
向
っ
て
進

め
、
と
講
演
の
中
で
力
説
さ

れ
て
い
た
が
、
ク
ラ
ブ
員
た

ち
に
も
大
き
な
励
ま
し
と
な

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
卓
球
協
会
の
渡
辺
一
治
郎

会
長
も
「
エ
ド
ヤ
の
方
々
の

ご
協
力
で
、
有
名
選
手
を
招

へ
い
す
る
こ
と
が
で
き
本
当

に
意
義
深
い
。
こ
れ
を
機
に

会
員
の
奮
起
も
大
き
く
期
待

で
き
る
・
・
・
…
」
と
う
れ
し

そ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
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青
年
学
級
で

　
　
　
　
楽
し
い
町
づ
く
り
の
声
を
〃
”

　
新
緑
が
日
に
増
し
色
を
濃

く
し
て
い
ま
す
。
自
然
美
と

豊
富
な
恵
み
の
中
で
、
こ
の

町
の
良
さ
を
し
み
じ
み
と
感

じ
ら
れ
る
好
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
に
在
住
の
若
人
の
皆

さ
ん
も
、
き
っ
と
う
き
う
き

し
た
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
で
し
よ
う
。

　
で
も
、
こ
の
町
に
若
い
人

た
ち
が
少
な
い
こ
と
は
、
な

ん
と
し
て
も
寂
し
い
こ
と
で

す
ね
。

　
若
人
の
住
み
つ
く
町
、
若

人
が
楽
し
く
集
え
る
町
．
．
．
．

そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
町
の
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
0

　
い
ろ
い
ろ
の
施
設
や
環
境

人
権
コ
ー
ナ
ー

　
　
私
た
ち
の
人
権
は
、
正
し
く

　
　
守
ら
れ
て
い
る
で
し
よ
う
か

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
、
水
や
空

気
が
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち

が
幸
福
な
生
活
を
お
く
る
に
は
、
お

互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
大
切
な
人
権
は
、
皆
さ
ん
方

の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
保
持
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
人
権

擁
護
委
員
も
、
皆
さ
ん
の
よ
い
相
談

相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

①

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
小
海
八

太
郎
（
小
根
岸
）
、
木
村
正
吉
（
仁

田
）
の
両
氏
で
す
。

　
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
戸
籍
の
は
な
し
に
か
わ
り
、
今
月

か
ら
人
権
コ
ー
ナ
ー
を
計
画
し
ま
し

た
。
身
近
か
な
例
題
を
と
り
あ
げ
な

が
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
た

い
考
え
で
す
。

題
の
研
究
の
ほ
か
、
野
外
活
動
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ー
に

富
ん
だ
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
乙
そ
、
町
づ
く
り
の
原
動
力

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
英

知
を
ぜ
ひ
町
政
に
反
映
し
て
く
だ
さ
い

　
希
望
者
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
内
社
会

教
育
課
（
三
〇
八
）
へ
ど
う
ぞ
。

鍮総憲器総器σb翻鍮
片
桐
　
一

佐
野
マ
コ
ト

片
桐
芳
夫

片
桐
し
ず
え

中
村
英
二

中
山
美
知
子

山
崎
康
永

村
上
美
恵

田
口
　
勇

椙
山
美
千
代

勢
の
仲
間
と
と
も
に
、
川
西
町
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
、
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
五
十

年
度
の
青
年
学
級
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
が
、
青
年
学
級
こ
そ
、
楽
し
い
町
づ

く
り
を
討
論
で
き
る
絶
好
の
場
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
趣
味
や
実
益
、
日
常
問

水田山宮羽南
落邊田　鳥雲

芳清光新節吉
江　　 一子章

小
白
倉

＋
日
町
か
ら

柏坪野野

火の取扱いに十分ご注意を〃

口口
か
ら

山崎
か
ら

　最近、石油風呂釜での火災が多くなっています。

　特にシンの上下の取扱い不良や一ススがたまっ

ての異状燃焼などが原因となっていますので、点

検、整備には十分注意してください・

　点火後もときどき確かめましよう。5月は山火

事も多いときです。たき火など十分ご注意を〃

を
描
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
力

町
で
も
、

懸
雛
難
磐
鷲
貰
繕
畷
織
霧
“
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
し
　
　
　
り
　
し
　
し
　
ヨ
　
ほ
　
も
　
ロ
　
ロ
　
ゐ
　
も
　
と
　
し
　
へ
　
ぜ
　
ヘ
　
ロ
　
ゐ
　
も
　
ヘ
　
ロ
　
る
　
ロ
　
ヘ
　
ロ
　
ら
　
へ
　
ら
　
し
　
し

善
意
を
あ
り
が
と
う
　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
町
軍
恩
連
か
ら

　
　
　
　
十
万
円
な
ど

◎
）
十
日
町
市
に
住
む
桑
原
長
重
さ
ん
か

ら
、
先
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
治
平
さ
ん

（
生
前
上
野
に
居
住
）
の
香
典
返
し
と

し
て
、
二
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
こ
の
ほ
ど
軍
恩
連
の
川
西
支
部
（
会

員
百
七
十
三
名
）
か
ら
、
町
に
あ
て
て

十
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
戦
没
者
の
経
歴
な
ど
を
掲

載
し
た
、
名
簿
集
を
つ
く
る
費
用
の
一

部
に
あ
て
た
い
考
え
で
す
。

総⑳縣癬総鍮総
山
田
常
夫

丸
山
春
美

星
名
榮
三

川
満
エ
ミ
子

五
＋
川
静
雄

小
杉
房
子

川
崎
敬
二

高
橋
三
喜
子

小
幡
正
晴

水
落
利
子

清
水
正
徳

清
水
　
直

沖沖上原仁
田田
か
ら

野縄
か
ら

立

＋
日
町
か
ら

越
ケ
沢

中
仙
田
か
ら

仁
田
仁
田
か
ら

中
央
町

中
央
町
か
ら

鍮⑳雛器鍮
．
霧
顯
総鍮繍σb顯

根
津
松
平
上
野

佐
藤
ミ
サ
イ
　
村
　
松
か
ら

水
品
　
文
夫
　
三
　
領

田
村
み
つ
子
　
鶴
　
吉
か
ら

小
野
塚
計
三
　
上
　
町

小
野
塚
ナ
ヲ
ミ
上
　
町
か
ら

中
條
恒
信
赤
谷

福
崎
千
枝
子
寺
尾
か
ら

清
水
徹
　
下
平
新
田

小
野
塚
陽
子
　
神
社
町
か
ら

太
田
幸
夫
田
中

村
山
八
重
子
　
中
　
里
か
ら

小
林
勝
芳
中
仙
田

佐
藤
ふ
じ
え
　
広
　
島
か
ら

田
中
重
吉
下
原

村
越
　
陽
子
　
野
　
口
か
ら

相
崎
記
代
二
　
沖
　
立

丸
山
　
葉
子
　
栄
　
村
か
ら

中
央
町

岩
手
か
ら

木
落

山
　
口
か
ら

四
郎
兼

伊
友
か
ら

東
善
寺

名
古
屋
か
ら

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小田清星滝茂丸羽渡
林畑水野井野山鳥貫

貴恵力明久淳英由真
宏　也子　一紀美

徳正克正保喜正隆昭
夫男治五　一男夫

二長長長長長三長長
男女男女男男男女男
　　　　　　　　新
中元上室野室根伊町
屋　　　　　　　　新
敷町野島口島深友田

納
税
メ
モ

　
今
月
は
、
軽
自
動
車
税
、
木
材

引
取
税
の
課
税
で
す
。

　
県
税
で
は
、
土
地
の
取
得
や
家

屋
の
建
築
な
ど
に
対
し
、
不
動
産

取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
税

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
二
輪
、
三

輪
に
対
す
る
月
割
課
税
が
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
に
取
得

し
た
二
輪
、
三
輪
に
は
、
五
十
年

度
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
反
面
、
四
月
二
日
以
降
に
廃
車

し
て
も
、
税
の
還
付
は
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小
川
熊
治

高
橋
コ
ト
井

中
村
竹
松

高
橋
藤
太
郎

高柄平小中小
橋澤野川條幡

ットサノ石則
ヨシキブ蔵吉

越
ケ
沢
高
倉

大
白
倉

室沖山赤大仁仁
　　野
島立田谷倉田田

八八八七七七七七六六
三三二九九七一〇九六

小わ輩
　
　
　
俳
壇

　
太
田
白
南
風
選

小
自
倉
江
口
凡
石

湯
元
へ
の
近
道
た
ど
り
木
の
芽
摘
む

藤
咲
く
や
炭
焼
衆
の
丸
木
橋

若
葉
し
て
遠
く
な
り
た
る
滝
の
音

老
農
の
健
や
か
に
し
て
春
耕
す

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

山
女
釣
る
岩
づ
た
い
行
く
春
の
川

文
字
太
に
山
火
注
意
と
春
の
山

春
雨
や
貨
車
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

ふ
き
の
と
う
味
噌
を
添
え
た
る
彼
岸
餅

陽
炎
の
き
わ
立
ち
見
ゆ
る
鉄
路
か
な

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

さ
え
ず
り
は
高
貸
梢
の
河
原
ひ
わ

　
　
　
　
　
川
口
市
に
て
駒
　
山

八
十
の
坂
と
い
う
も
の
炉
が
恋
し




